
不二聖心女子学院
中学校・高等学校

回勅「兄弟の皆さん」を読む



宗教の授業の中での教皇文書を読む取り組み



■概要

学年・科目：高1 宗教

実施内容：

•  『回勅兄弟の皆さん』の読書会を通して、四旬節に向けての自分たちの課題を探り、

日々の目標を掲げる四旬節カレンダーを作成する。 

プロファイル：

• 魂を育てる

• キリスト教的価値観でものごとを見つめ考えようとしています。 



授業の内容

 冬休み：

『回勅兄弟の皆さん』を各自で読む。冬休み前に『回勅兄弟の皆さん』の概要と回勅の出た背景を
伝える。（全文を読めない生徒は、イエズス会の出している動画を見て、自分の担当する章は必ず
読むようにする。）

第1回：

①沈黙の時間

②冬休み前の聖書の学びの復習

③四旬節の過ごし方についての説明・『回勅兄弟の皆さん』の目的（善いサマリア人のたとえなど
について）

④同じ章の担当者ごとに集まって要点やキーワードについて話し合う。



第２回：

①寛容な社会について考える動画の視聴

②前時（章ごとのグループワーク）を思い出し、

本時すること（カレンダー作成で同じ日付を担当するグループで同じ段落群のペアワーク）

を説明する

③ペアワーク段落の要旨をまとめる

・四旬節の過ごし方において自分たちの日頃の課題を分かち合う。

第３回：

日付ごとのペアワーク前時話し合ったことをもとに、カレンダーの文案を考える。

全体での分かち合い

（第４回目）に向けてスライドを作成する 



第４回・第５回：

日付ごとのペアで、

(1)段落の要旨

(2)四旬節に向けての自分たちの課題

(3)カレンダーの文案（3つ）

を発表

聞いている生徒たちは文案から1つふさわしいものを選択してフォームで回答する。

カレンダーの配付（灰の水曜日に授業がなかったのでHRで配付）宗教朝礼で全校生徒に紹介

第6回：

ふりかえり 
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